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Abstract：It has been a basic principle the development of curriculum guidelines to live force. Be achieved its goal is 
that it is more important than anything.Therefore, it is necessary to address   the training with an emphasis on the 
inner surface of.So, it was added to the discussion about the   leadership with an emphasis on education for the human 
growth.Problem-solving activities are pressed forward independently by deepening students’problem consciousness. 
This paper clears the relationship between the process of problem solution and images or ideas.   The author, moreover, 
introduces the constitution of the activity inspiring better ideas with specific case studies.















































































































































































































































ト ル ま す に 入 っ た 液 量 の 図（　 、 　 、 　 、 　　L）












































































































































































































































































































































倍）がある。例えば１ｍが 1.2 ㎏の針金 2.6 ｍの重さ




この考え方は、2.6 ｍを 0.1 ｍの 26 倍と見る考え方で、
0.1 ｍ が 0.12 ㎏ だ か ら、2.6 ｍ 分　 を 0.12×26 で 求 め
る方法である。
この考え方は、2.6 を 10 倍すると 26 になると見る






の��」で 3.2 × 4 の計算方法をみつけるときに経験
した２つの考え方である。
（a）の考え方は、3.2 を 0.1 が 32 こと考えて
　　　3.2 × 4 → 0.1 が（32 × 4）
　　　　　　 → 12．8
（b）の考え方は、3.2 を 10 倍すると 32 になる






に活用されていく。例えば、１㎡に L の ペ ン キ









































































































また、第３学年の「わり算」の学習では、84 ÷ 3 と
いう数値が“もの”になる。
（2 位数）÷（1 位数）のわり算 84 ÷ 4 が計算できるよ
うになった子どもたちは、「もっと他の数でも計算で
きるようになりたい」といった欲求を持ちはじめる。




ぶやきはじめる。そして、84 ÷ 3 を 84 ÷ 4 の計算と比
べて、何とか 84 ÷ 3 の計算のしかたを見つけていこう
とする問題を形成し、それを追求する活動が展開され
ていくことになる。
84 ÷ 4 → 84 を 80 と 4 に分ける
　　　　 10 の束が 8　→　8 ÷ 4 ＝ 2
　　　　  1 　　が 4　→　4 ÷ 4 ＝ 1
　　　　 10 の束が 2 と 1 が 1 で「21」
84 ÷ 3 → 84 を 80 と 4 に分ける
　　　　 10 の束が 8 ÷ 3　　うまく



















また、第３学年の「わり算」では、84 ÷ 4 の計算の
しかたを考え出したときと同様の学習具で操作をさせ




84 ÷ 3 の計算のしかたを考える活動をさせることに
より、「おや、おかしいな」といった困惑を生じさせ
るのである。






























































なった絵カード（8 枚） （4 本）
「８４」
37
ではない。例えば、「180°なら一直線に並ぶはずだか
ら、3 つのかどを切り取って並べればよい。」「切り取
らなくても折ればよい。」あるいは、「長方形に変形し
てみよう。」などの考えが出される。このように、一
つの解決方法が発表されたから、その方法でやってみ
ようとするのではなく、自分の考えた解決方法も発表
し、意見の交換が出来ることが望ましい。そして、そ
れぞれの解決方法の便利な所、少し不便な所などにつ
いても話し合わせる。そのことにより単に一つの問題
を解決したからといってそれで満足してしまうのでは
なく、よりよい解決へ向かって追求していこうとする
姿勢が一人一人の子どもに身についていくことにな
る。この場合も、他人の意見を素直に聞ける集団、反
対意見や改善点を指摘するような意見でも遠慮なく言
いあえる集団をつくっておくことが大切である。
６．まとめにかえて
問題解決型の授業において子どもが解決活動に主体
的に取り組む展開にするため、内的な「かわき」「う
ながし」に着目した授業づくりについて論じてきた。
内的な「かわき」というのは、約束や義務があるわ
けでも内のに何かをやらなくてはならないという気持
ちが自然に生じる状態である。例えば、のどが渇いて
いれば自然と水を飲む行為に結びつくようなものであ
る。授業で言えば疑問や興味を持つ状態ととらえられ
る。これまでに述べてきた活動の原動力となる強い問
題意識を持つ段階の状態である。
また、内的な「うながし」というのは課題意識や
問題意識をもたらすとともに、そこから学習活動が始
まっていくきっかけやはずみになるものである。つま
り、考えてみましょうとの外的な「うながし」の指示
がなくても、子ども自らが解決に向けて考えていこう
とする活動が起こる状況をつくることである。
ここでは、この内的な「かわき」「うながし」とい
う人間教育の観点から、子どものイメージ・発想・問
題意識という内面に着目して問題解決活動が主体的に
展開する授業の創造について述べてきた。授業作りの
いわば設計図にあたるものであり、これに指導者の指
導法と学習集団作り等の充実が図られて、はじめて主
体的な解決活動による授業となるのは言うまでも無い
ことである。
ここで述べた論に基づき紹介してきた数事例につい
て実践して頂いた結果、「集中して取り組むようになっ
た」「子どもが積極的に関わるようになった」「授業が
終わったとき満足感を持っているように感じる」な
ど、肯定的な回答を得ることが出来た。しかし、これ
らは、子どもを外から見た指導者の主観による判断で
あり、子どもの内面を捕らえた評価とは言いがたいも
のである。
本研究は内面性に着目した授業展開のあり方を追究
してきているので、知識・技能面の定着と共に内面性
についての評価ができるような手立てを工夫して、こ
こで述べてきたことの妥当性を検証することが今後の
大きな課題として残っている。より客観的なデータを
集めることができる内面性に関わる評価についての研
究に取りかかる予定である。
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